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はじめに 

 

平成 19年 4月からの改正医療法の施行によって、病院だけでなく、

一般診療所（有床・無床）、歯科診療所、助産所の管理者に対し、医

療の安全を確保する措置を講じることが義務づけられました。 
 具体的には、医療にかかる安全管理のための指針整備、職員研修

の実施をはじめ、院内感染対策、医薬品、医療機器の安全管理のた

めの体制確保に係る措置を講じることが必要となっています。 
 また、都道府県や保健所設置市等に対し、医療安全に関する情報

の提供、研修の実施、意識啓発等医療安全確保に必要な措置を講ず

るよう努めなければならないことも新たに明記されました。 
横浜市では、今年度の４月から健康危機管理機能の強化を目的に、

新たに横浜市保健所を設置し、これまでの 18 保健所体制から１保健

所・18 保健所支所体制としました。これに伴い、医療安全について

も、医療法に基づく許認可及び医療機関立入検査業務を集約化し、

体制強化を行いました。 
 今回のアンケートでは、一般診療所（有床・無床）、歯科診療所、

助産所を対象に、医療安全への取り組み状況、各医療機関で必要と

されている情報や、情報の取得先等を把握することを目的としまし

た。今後、このアンケート結果を活用し、各医療機関へより良い医

療安全推進のサポート強化を積極的に進めて行きたいと考えており

ます。 
 
 
 
 

横浜市保健所長 大浜 悦子 
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結果の概要
（１）　医療安全対策義務化内容の把握

（２）　「ヒヤリ・ハット」事例の有無

（３）　「医療安全」取り組み意欲
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13.6%

14.9%

15.8%

51.7%

11.7%

24.9%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産所

歯科診療所

無床診療所

有床診療所

既に改善に取り組んでいる 1年以内に改善に取り組む予定

課題はあるが、諸事情で取り組めない 医療安全の課題はほとんどない

n=64

n=1037

n=814

n=29

Kruskal-Wallis p<0.00

医療法改正により、医療安全対策で義務化された内容の把握状況では、有床診療所
（68.3%）、無床診療所（54.9%）、歯科診療所（68.9%）、助産所（51.6%）で、5割以上が把
握していると回答していました。

χ2 p<0.00

「ヒヤリ・ハット」事例があると回答したのは、歯科診療所（63.8%）が最も多く、次に有床
診療所（60.0%）、無床診療所（51.6%）、助産所（34.5%）でした。

Kruskal-Wallis p<0.00

医療安全への取り組み意欲では、歯科診療所（73.5%）が最も高く、次に有床診療所
（65.6%）、無床診療所（59.3%）、助産所（44.8%）となっていました。

4



（４）　医療安全推進で知りたい情報

（５）　医療安全の情報源

医療安全推進で知りたい情報：無床診療所
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横浜市医療安全相談窓口事例

最近の医療安全知識

医療安全の情報源：無床診療所
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医療安全を推進する上で、各施設が最も知りたいと考えているものは、「最近の医療
安全知識」、「横浜市医療安全窓口相談事例」、「他院の取り組み状況」でした。

医療安全の情報源では、どの施設でも7割以上が、「医師・歯科医師・助産師会等広
報」であり、「行政」から情報を得ていると回答した者は、3割から2割程でした。

○今後の方策について
（１）医療安全義務化内容について引き続き周知徹底し、内容把握率を向上します。
（２）医療安全取り組み意欲では、医療機関の種類によって有意差があり、意欲のス
テージに応じた、医療安全向上の取り組み（ex.無関心期・・啓発、準備期・・啓発、知
識の普及、実行期・・継続的なサポート）を行ないます。
（３）医療機関が知りたいと考えている、「医療安全知識」、「横浜市医療安全窓口相
談事例」などの情報を、医療機関が利用している情報源（「医師・歯科医師・助産師
会等広報」など）から伝達する必要があります。そのためには、関係機関と調整・協
議する必要があります。
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調査の目的

１　調査対象と方法
（１）　調査対象

横浜市内のすべての一般診療所（有床・無床）、歯科診療所、助産所

（２）　調査方法
郵送式配布・回収によるプリコード式質問紙調査（アンケート調査）

（３）　調査項目
ア　施設の属性（種類、病床数、実質病床数）
イ　主診療科
ウ　職歴・院長歴
エ　医療安全義務化の把握状況
オ　横浜市医療安全相談窓口の周知状況
カ　「ヒヤリ・ハット」事例の有無
キ　医療安全への取り組み意欲
ク　医療安全の取り組み状況
ケ　医療安全の情報源
コ　医療安全で知りたい情報

（４）　調査期間
平成19年9月1日～30日

２　回収状況
送付 回収 回収率

　　　全体 4,886 2,002 41.0%
　　　一般診療所 2,779 1,147 41.3%
　　　　　無床診療所 2,622 1,067 40.7%
　　　　　有床診療所 157 65 41.4%
　　　　　　　不詳 － 15 －
　　　歯科診療所 2,026 824 40.7%
　　　助産所 81 31 38.3%

３　調査結果
（１）　施設の属性

ア　施設の種類

 度数 %
65 3.3

1067 53.7
824 41.5
31 1.6
15 －

2002 100

イ　有床診療所病床数
届出のされている病床数よりも、実動病床数のほうが、有意に下回っていた。

 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
65 1 19 8.58 6.66
35 0 19 5.09 6.62

t-test p=0.00

　平成19年度から、医療法改正により、有床診療所（病床数19床以下の診療所）、無床診療所
（病床を持たない診療所）、歯科診療所、助産所でも、医療事故の管理者への報告、職員研修や
指針の策定など、医療安全対策が義務化された。その義務化された内容を周知するとともに、各
医療機関の医療安全に対する取り組みの情報を把握し、今後の医療安全推進施策立案の基礎
資料とすることを目的に調査を実施した。

実働病床数

助産所
欠損値
合計

病床数

 無床診療所（53.7%）が最も多く、次に歯科診療所（41.5%）、有床診療所（3.3%）、助産所
（1.6%）であった。

有床診療所
無床診療所
歯科診療所
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（２）　主診療科
ア　有床診療所

産婦人科（62.1%）が最も多く、次に内科（25.9%）であった。

 度数 %
36 62.1
15 25.9
2 3.4
2 3.4
1 1.7
1 1.7
1 1.7
7 -

65 100

イ　無床診療所

  度数 %
510 52.0
97 9.9
73 7.4
70 7.1
70 7.1
46 4.7
42 4.3
23 2.3
14 1.4
10 1
6 0.6
5 0.5
4 0.4
3 0.3
3 0.3
2 0.2
2 0.2
1 0.1

78 -
8 -

1067 100

肛門科
欠損値

ｼｽﾃﾑ欠損値
合計

性病科
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

外科
ﾘｳﾏﾁ科

心療内科
脳神経外科

麻酔科
形成外科

整形外科
精神科

産婦人科
泌尿器科

小児科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科

肛門科
欠損値
合計

内科

 内科（52.0%）が最も多く、次に小児科（9.9%）、皮膚科（7.4%）、眼科（7.1%）、耳鼻咽喉科
（7.1%）であった。

整形外科
耳鼻咽喉科
美容外科
皮膚科

産婦人科
内科
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（３）　管理者の医歴（職歴）と管理者歴

平均年数 標準偏差 平均年数 標準偏差
34.8 12.5 17.7 13.7
29.0 13.1 14.4 12.8
24.0 11.3 17.7 11.8
30.7 15.5 15.1 16.2

医歴（職歴） 管理者歴

　医歴（職歴）では、有床診療所（34.8年）が最も長く、次に無床診療所（29.0年）、歯科診療
所（24.0年）であった。管理者歴では、歯科診療所（17.7年）が無床診療所（14.4年）よりも有
意に長かった。

有床診療所
無床診療所
歯科診療所

助産所

分 散 分析

15604.379 3 5201.460 33.631 .000

296955.934 1920 154.665

312560.312 1923

5006.582 3 1668.861 10.700 .000

304445.770 1952 155.966

309452.352 1955

ｸﾞﾙｰﾌﾟ間

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内

合計

ｸﾞﾙｰﾌﾟ間

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内

合計

医歴

院長歴

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

多 重 比較

Tamhane

5.768* 1.636 .005 1.34 10.20

10.794* 1.634 .000 6.37 15.22

4.032 3.198 .763 -4.73 12.79

-5.768* 1.636 .005 -10.20 -1.34

5.026* .573 .000 3.52 6.53

-1.736 2.808 .991 -9.62 6.15

-10.794* 1.634 .000 -15.22 -6.37

-5.026* .573 .000 -6.53 -3.52

-6.761 2.806 .125 -14.64 1.12

-4.032 3.198 .763 -12.79 4.73

1.736 2.808 .991 -6.15 9.62

6.761 2.806 .125 -1.12 14.64

3.256 1.759 .346 -1.51 8.02

.026 1.762 1.000 -4.74 4.80

2.543 3.371 .974 -6.68 11.76

-3.256 1.759 .346 -8.02 1.51

-3.230* .572 .000 -4.74 -1.72

-.713 2.930 1.000 -8.94 7.52

-.026 1.762 1.000 -4.80 4.74

3.230* .572 .000 1.72 4.74

2.517 2.932 .952 -5.72 10.75

-2.543 3.371 .974 -11.76 6.68

.713 2.930 1.000 -7.52 8.94

-2.517 2.932 .952 -10.75 5.72

(J) 診療所種別
無床診療所

歯科診療所

助産所

有床診療所

歯科診療所

助産所

有床診療所

無床診療所

助産所

有床診療所

無床診療所

歯科診療所

無床診療所

歯科診療所

助産所

有床診療所

歯科診療所

助産所

有床診療所

無床診療所

助産所

有床診療所

無床診療所

歯科診療所

(I) 診療所種別
有床診療所

無床診療所

歯科診療所

助産所

有床診療所

無床診療所

歯科診療所

助産所

従属変数
医歴

院長歴

平均値の
差 (I-J) 標準誤差 有意確率 下限 上限

95% 信頼区間

平均の差は .05 レベルで重要です。*. 
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（４）　医療安全対策義務化内容の把握について

Kruskal-Wallis p=0.000
（５）　横浜市医療安全相談窓口の周知状況

χ
2

p=0.003

　横浜市医療安全相談窓口を知っていると回答した者で、最も多かったのは有床（58.5%）
で、次に助産所（54.8%）、歯科（52.3%）、無床診療所（44.8%）であった。

　医療安全対策の義務化内容の把握状況では、有床診療所（68.3%）、無床診療所（54.9%）、
歯科診療所（68.9%）、助産所（51.6%）と、すべての医療機関の分類において、5割以上が把
握していると回答していた。

医療安全対策義務化内容の把握

22.6%

16.9%

14.7%

27.0%

29.0%

52.0%

40.2%

41.3%

29.0%

22.5%

26.7%

23.8%

19.4%

8.5%

18.4%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産所

歯科診療所

無床診療所

有床診療所

十分に把握している どちらかといえば把握している

どちらかといえば把握していない あまり把握していない

横浜市医療安全相談窓口の周知状況

54.8%

52.3%

44.8%

58.5%

45.2%

47.7%

55.2%

41.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産所

歯科診療所

無床診療所

有床診療所

知っていた 知らなかった

n=63

n=809

n=31

n=1056

n=65

n=1061

n=31

n=821
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（６）　「ヒヤリ・ハット」事例の有無

χ
2

p=0.000
（７）　「医療安全」取り組み意欲

Kruskal-Wallis p=0.000

　「ヒヤリ・ハット」事例があると回答したのは、歯科診療所（63.8%）が最も多く、次に有床診
療所（60.0%）、無床診療所（51.6%）、助産所（34.5%）であった。

　医療安全への取り組み意欲では、助産所をのぞくすべての医療機関で、5割以上が意欲
的であった（有床（65.6%）、無床（59.3%）、歯科（73.5%）、助産所（44.8%））。

「ヒヤリ・ハット」事例の有無

34.5%

63.8%

51.6%

60.0%

65.5%

36.2%

48.4%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産所

歯科診療所

無床診療所

有床診療所

あった ない

「医療安全」取り組み意欲

41.4%

52.6%

45.7%

53.1%

20.9%

13.6%

14.9%

15.8%

51.7%

11.7%

24.9%

17.2%

3.4%

12.5%

3.4%

17.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

助産所

歯科診療所

無床診療所

有床診療所

既に改善に取り組んでいる

1年以内に改善に取り組む予定

課題はあるが、諸事情で取り組めない

医療安全の課題はほとんどない

n=65

n=1061

n=29

n=815

n=64

n=1037

n=814

n=29
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（８）　「医療安全」で、取り組んでいること
ア　有床診療所

イ　無床診療所
　「患者・家族との信頼関係構築」は、9割程が取り組んでいた。
「ヒヤリ・ハット」事例報告や、各種研修など、改正医療法により義務化された内容の取り
組み実施率は低かった。職員の定期健康診断は、60.1%の実施にとどまっていた。

　「患者・家族との信頼関係構築」は、8割以上が取り組んでいた。
　「ヒヤリ・ハット」事例報告や、各種研修など、改正医療法により義務化された内容の取
り組み実施率は低かった。

医療安全で取り組んでいること：有床診療所

36.9%

38.5%

41.5%

46.2%

47.7%

63.1%

80.0%

80.0%

80.0%

83.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

院内感染対策研修の実施

医薬品安全使用研修の実施

医療安全研修の実施

「ヒヤリ・ハット」報告

医療機器安全管理研修の実施

医療機器の定期点検と記録

医薬品の管理と記録

職員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

定期健康診断

患者・家族との信頼関係構築

医療安全で取り組んでいること：無床診療所

20.1%

21.7%

25.4%

30.1%

35.8%

52.0%

60.1%

67.7%

86.0%

89.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医薬品安全使用研修の実施

「ヒヤリ・ハット」報告

医療安全研修の実施

院内感染対策研修の実施

医療機器安全管理研修の実施

医療機器の定期点検と記録

定期健康診断

医薬品の管理と記録

職員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

患者・家族との信頼関係構築
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ウ　歯科診療所

エ　助産所

　「患者・家族との信頼関係構築」は、9割以上が取り組んでいた。
　「ヒヤリ・ハット」事例報告や、各種研修など、改正医療法により義務化された内容の取
り組み実施率は低かった。職員の定期健康診断は、30.8%の実施にとどまっていた。

　「患者・家族との信頼関係構築」は、9割以上が取り組んでいた。
　「ヒヤリ・ハット」事例報告や、各種研修など、改正医療法により義務化された内容の取
り組み実施率は低かった。職員の定期健康診断は、29.0%の実施にとどまっていた。

医療安全の取り組み：歯科診療所

24.5%

24.7%

30.8%

38.5%

48.5%

55.2%

58.0%

61.5%

86.5%

94.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

医薬品安全使用研修の実施

「ヒヤリ・ハット」報告

定期健康診断

医療安全研修の実施

院内感染対策研修の実施

医療機器安全管理研修の実施

医療機器の定期点検と記録

医薬品の管理と記録

職員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

患者・家族との信頼関係構築

医療安全の取り組み：助産所

12.9%

16.1%

22.6%

22.6%

22.6%

25.8%

25.8%

29.0%

41.9%

90.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

「ヒヤリ・ハット」報告

医薬品安全使用研修の実施

医薬品の管理と記録

医療機器の定期点検と記録

医療機器安全管理研修の実施

医療安全研修の実施

院内感染対策研修の実施

定期健康診断

職員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

患者・家族との信頼関係構築
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（９）　医療安全の情報源

ア　有床診療所

イ　無床診療所

　医療安全の情報源では、どの施設でも7割以上が、「医師・歯科医師・助産師会等の団体
広報」（有床（81.5%）、無床（70.4%）、歯科（76.2%）、助産所（80.6%））であり、「行政」から情報
を得ていると回答した者は、3割から2割程（有床（33.8%）、無床（23.0%）、歯科（18.2%）、助産
所（32.3%））であった。

医療安全の情報源：有床診療所

21.5%

23.1%

24.6%

32.3%

33.8%

43.1%

70.8%

81.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

インターネット

医学系商業誌

友人等個人的ネットワーク

新聞・テレビ等マスコミ

行政

研修会

専門書・学会、学会誌

医師会等広報

医療安全の情報源：無床診療所

21.1%

23.0%

23.9%

30.5%

31.8%

34.2%

61.7%

70.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

友人等個人的ネットワーク

行政

インターネット

新聞・テレビ等マスコミ

医学系商業誌

研修会

専門書・学会、学会誌

医師会等広報
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ウ　歯科診療所

エ　助産所

医療安全の情報源：歯科診療所

17.4%

18.2%

22.0%

31.4%

43.0%

53.0%

71.7%

76.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

インターネット

行政

新聞・テレビ等マスコミ

友人等個人的ネットワーク

歯学系商業誌

研修会

専門書・学会、学会誌

歯科医師会等広報

医療安全の情報源：助産所

12.9%

25.8%

32.3%

38.7%

41.9%

41.9%

48.4%

80.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

看護系商業誌

インターネット

行政

友人等個人的ネットワーク

新聞・テレビ等マスコミ

研修会

専門書・学会、学会誌

助産師会等広報

14



（１０）　医療安全推進で知りたい情報

ア　有床診療所

イ　無床診療所

　医療安全を推進する上で、各施設が最も知りたいと考えているものは、「最近の医療安全
知識」（有床（76.9%）、無床（69.6%）、歯科（70.3%）、助産所（71.0%））で、次に「横浜市医療安
全窓口相談事例」（有床（55.4%）、無床（55.7%）、歯科（61.2%）、助産所（29.0%）（助産所のみ2
番目は「他院の取り組み状況」（41.9%）、「法律関係情報」（41.9%））であった。

医療安全推進で知りたい情報：有床診療所

9.2%

24.6%

30.8%

55.4%

76.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

接遇・マナー知識

厚生労働省通知などの法律関係情報

他院の医療安全取り組み状況

横浜市医療安全相談窓口事例

最近の医療安全知識

医療安全推進で知りたい情報：無床診療所

7.6%

28.3%

38.7%

55.7%

69.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

接遇・マナー知識

厚生労働省通知などの法律関係情報

他院の医療安全取り組み状況

横浜市医療安全相談窓口事例

最近の医療安全知識
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ウ　歯科診療所

エ　助産所

医療安全推進で知りたい情報：歯科診療所

10.8%

26.9%

38.0%

61.2%

70.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

接遇・マナー知識

厚生労働省通知などの法律関係情報

他院の医療安全取り組み状況

横浜市医療安全相談窓口事例

最近の医療安全知識

医療安全推進で知りたい情報

9.7%

29.0%

41.9%

41.9%

71.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

接遇・マナー知識

横浜市医療安全相談窓口事例

厚生労働省通知などの法律関係情報

他院の医療安全取り組み状況

最近の医療安全知識
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平成１９年９月１日 
診療所、助産所管理者 各 位 
 

横浜市保健所長 大浜 悦子 
 

医療安全の取り組みに関するアンケート調査について（御依頼） 
 
 初秋の候 ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 
 日頃から横浜市の医療行政に御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 さて、平成１９年度より、医療法が改正され、有床診療所、無床診療所、歯

科診療所、助産所においても「医療安全管理体制」が義務化されました（裏面

をご参照下さい）。 

 それを受け本市では、診療所等の医療安全管理向上の取り組みへの支援を検

討しています。そこで、有床診療所、無床診療所、歯科診療所、助産所におけ

る医療安全管理の取り組み状況を把握し、効果的な支援方法の企画立案など、

今後の施策の参考とするためにアンケート調査を実施することに致しました。 

つきましては、お忙しい中お手数をおかけ致しますが、別紙アンケート調査

票にご回答くださいますようお願い申し上げます。 

なお、本調査は無記名調査であり、結果は統計的に処理し、貴医療機関が特

定されるようなことのないように取り扱う所存ですので、御理解と御協力を重

ねてお願い申し上げます。 

また、結果につきましては、横浜市のホームページ、広報、研修会や学会等

を通じて御報告させていただきます。 

 誠に勝手ではありますが、９月３０日までに同封の返信用封筒にて送付下さ

るようお願い致します。 

 

 

 

 

問い合わせ先 横浜市健康福祉局健康安全部医療安全課 

                  担当  船山 

                  TEL:671－2414  FAX：663－7327 
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医療安全の取り組みについてのアンケート（一般診療所用） 

 

問１．貴院の診療所の種類をおたずねします。どちらかに○をつけてください。 

有床診療所では、病床数をご記入ください

  １．有床診療所（   床）（実質稼動   床）  ２．無床診療所 

 

問２．貴院の最も患者数の多い診療科をおたずねします。 

あてはまるものひとつに○をつけてください。 

  １．内科       ２．小児科     ３．心療内科      ４．精神科 

５．外科      ６．整形外科    ７．形成外科     ８．美容外科 

９．脳神経外科  １０．呼吸器外科  １１．心臓血管外科  １２．小児外科  

１３．産婦人科   １４．眼科    １５．耳鼻咽喉科   １６．気管食道科 

１７．皮膚科    １８．泌尿器科  １９．性病科     ２０．肛門科 

２１．ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 ２２．ｱﾚﾙｷﾞｰ科    ２３．ﾘｳﾏﾁ科          ２４．放射線科 

２５．麻酔科  

 

問３．貴院の管理者（院長）の医歴と、院長になってからの年数は何年ですか。 

   医歴     年   院長歴     年 

 

問４．医療法が改正され、平成１９年４月から有床・無床診療所での「医療安全対策」

が義務付けられました。その内容についておうかがいします。 

どちらかに○をつけてください。 

１．十分に把握している        ２．どちらかといえば把握している  

３．どちらかといえば把握していない  ４．あまり把握していない 

 

問５．市民からの医療機関への相談・苦情に対応する「横浜市医療安全相談窓口」が 

市役所にあることを知っていますか。どちらかに○をつけてください。 

    １．知っていた    ２．知らなかった 

 

問６．貴院では、「ヒヤリ・ハット」の事例がありましたか。 

どちらかに○をつけてください。 

    １．あった      ２．ない 

 

 

 

裏面に続きます 
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問７．医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、貴院の課題はあると思いま

すか。ひとつだけ○をつけてください。 

１．あると思い、既に改善に取り組んでいる。 

２．あると思い、１年以内に改善に取り組む予定である。 

３．あると思うが、諸事情でなかなか改善に取り組めない。 

４．ほとんどない。 

 

問８．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、下記の項目を取

り組んでいますか。あてはまるものすべて○をつけてください。 

１．患者・家族との良好な信頼関係構築 

２．職員との円滑なコミュニケーション 

３．「ヒヤリ・ハット」事例の、報告書を用いた院長への報告 

４．医療事故防止の職員研修の実施 

５．職員への定期健康診断などの健康管理 

６．職員への院内感染予防の研修実施 

７．職員への医薬品安全使用の研修（副作用が出た場合の対応等）実施 

８．医薬品の有効期限の定期的なチェックおよび記録 

９．医療機器の定期的な保守点検の実施および記録 

１０．職員への医療機器の使用法、安全性についての研修実施 

 

問９．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」に関する情報を 

どこから得ていますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

  １．専門書や学会、学会誌         ２．医師会の広報   

３．新聞・テレビ等マスコミ         ４．医学系商業誌   

５．ホームページなどのインターネット    ６．研修会   

７．友人などの個人的なネットワーク    ８．行政   

 

問１０．貴院では、医療安全推進にあたり、知りたい情報はどんなことですか。 

最も知りたいと思う２つを選び、○をつけてください。 

  １．最近の医療安全の知識 

２．横浜市医療安全相談窓口での具体的な相談事例 

３．厚生労働省通知などの法律関係情報 

  ４．他の診療所の医療安全の取り組み情報 

  ５．接遇・マナーの知識 

 

お忙しい中ご協力ありがとうございました。 
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医療安全の取り組みについてのアンケート（歯科診療所用） 

 

問１．貴院の最も患者数の多い診療科をおたずねします。 

あてはまるものひとつに○をつけてください。 

１．歯科   ２．矯正歯科   ３．小児歯科  ４．歯科口腔外科 

 

問２．貴院の管理者（院長）の医歴と、院長になってからの年数は何年ですか。 

   医歴     年   院長歴     年 

 

問３．医療法が改正され、平成１９年４月から歯科診療所での「医療安全対策」が義務

付けられました。その内容についておうかがいします。 

どちらかに○をつけてください。 

１．十分に理解している        ２．どちらかといえば把握している  

３．どちらかといえば把握していない  ４．あまり把握していない 

 

問４．患者からの医療機関への相談・苦情に対応する「横浜市医療安全相談窓口」が市

役所にあることを知っていますか。どちらかに○をつけてください。 

    １．知っていた    ２．知らなかった 

 

問５．貴院では、「ヒヤリ・ハット」の事例がありましたか。 

どちらかに○をつけてください。 

    １．あった      ２．ない 

 

問６．医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、貴院の課題はあると思いま

すか。ひとつだけ○をつけてください。 

１．あると思い、既に改善に取り組んでいる。 

２．あると思い、１年以内に改善に取り組む予定である。 

３．あると思うが、諸事情でなかなか改善に取り組めない。 

４．ほとんどない。 

 

 

 

 

 

 

裏面に続きます 
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問７．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、下記の項目を取

り組んでいますか。あてはまるものすべて○をつけてください。 

１．患者・家族との良好な信頼関係構築 

２．職員との円滑なコミュニケーション 

３．「ヒヤリ・ハット」事例の、報告書を用いた院長への報告 

４．医療事故防止の職員研修の実施 

５．職員への定期健康診断などの健康管理 

６．職員への院内感染予防の研修実施 

７．職員への医薬品安全使用の研修（副作用が出た場合の対応等）実施 

８．医薬品の有効期限の定期的なチェックおよび記録 

９．医療機器の定期的な保守点検の実施および記録 

１０．職員への医療機器の使用法、安全性についての研修実施 

 

問８．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」に関する情報をどこ

から得ていますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

  １．専門書や学会、学会誌        ２．歯科医師会の広報   

３．新聞・テレビ等マスコミ       ４．歯科学系商業誌   

５．ホームページなどのインターネット  ６．研修会   

７．友人などの個人的なネットワーク   ８．行政   

 

問９．貴院では、医療安全推進にあたり、知りたい情報はどんなことですか。 

最も知りたいと思う２つを選び、○をつけてください。 

  １．最近の医療安全の知識 

２．横浜市医療安全相談窓口での具体的な相談事例 

３．厚生労働省通知などの法律関係情報 

  ４．他の歯科診療所の医療安全の取り組み情報 

  ５．患者への接遇・マナーの知識 

 

 

 

 

 

お忙しい中ご協力ありがとうございました。 
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医療安全の取り組みについてのアンケート（助産所用） 

 

問１．貴院の管理者（院長）の助産師歴と、管理者（院長）になってからの年数は何年

ですか。 

   助産師歴     年   助産所管理者歴     年 

 

問２．医療法が改正され、平成１９年４月から助産所での「医療安全対策」が義務付け

られました。その内容についておうかがいします。 

どちらかに○をつけてください。 

１．十分に把握している        ２．どちらかといえば把握している  

３．どちらかといえば把握していない  ４．あまり把握していない 

 

問３．市民からの医療機関への相談・苦情に対応する「横浜市医療安全相談窓口」が 

市役所にあることを知っていますか。どちらかに○をつけてください。 

    １．知っていた    ２．知らなかった 

 

問４．貴院では、「ヒヤリ・ハット」の事例がありましたか。 

どちらかに○をつけてください。 

    １．あった      ２．ない 

 

問５．医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、貴院の課題はあると思いま

すか。ひとつだけ○をつけてください。 

１．あると思い、既に改善に取り組んでいる。 

２．あると思い、１年以内に改善に取り組む予定である。 

３．あると思うが、諸事情でなかなか改善に取り組めない。 

４．ほとんどない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面に続きます 
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問６．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」で、下記の項目を取

り組んでいますか。あてはまるものすべて○をつけてください。 

１．患者・家族との良好な信頼関係構築 

２．職員との円滑なコミュニケーション 

３．「ヒヤリ・ハット」事例の、報告書を用いた院長への報告 

４．医療事故防止の職員研修の実施 

５．職員への定期健康診断などの健康管理 

６．職員への院内感染予防の研修実施 

７．職員への医薬品安全使用の研修（副作用が出た場合の対応等）実施 

８．医薬品の有効期限の定期的なチェックおよび記録 

９．医療機器の定期的な保守点検の実施および記録 

１０．職員への医療機器の使用法、安全性についての研修実施 

 

問７．貴院では、医療事故防止や院内感染予防などの「医療安全」に関する情報を 

どこから得ていますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

  １．専門書や学会、学会誌      ２．助産師会・看護協会からの情報・広報   

３．新聞・テレビ等マスコミ       ４．医学系商業誌   

５．ホームページなどのインターネット  ６．研修会   

７．友人などの個人的なネットワーク    ８．行政   

 

問８．貴院では、医療安全推進にあたり、知りたい情報はどんなことですか。 

最も知りたいと思う２つを選び、○をつけてください。 

  １．最近の医療安全の知識 

２．横浜市医療安全相談窓口での具体的な相談事例 

３．厚生労働省通知などの法律関係情報 

  ４．他の助産所、一般診療所の医療安全の取り組み情報 

  ５．接遇・マナーの知識 

 

 

 

 

お忙しい中ご協力ありがとうございました。 
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